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背　　景
　近年の研究により、水素分子が様々な疾患の治療および予防に対して有効であることが分かってきました。シリコ
ンナノ粒子と体内の水分との反応により、体内で長時間にわたり大量の水素を発生させ、活性酸素を除去し疾患の予
防と治療を行うことを目指しています。

技術概要
　シリコンはナノサイズになると、量子サイズ効果によりバンド
ギャップがバルク体の時に比べて広がり、また比表面積が極めて大
きくなることにより、水との反応で水素が発生します。我々はシリ
コンナノ粒子の粒子サイズの調整、ナノ粒子の表面処理により、水
素発生量及び水素発生時間のコントロールを可能としました。また
体内と同じ条件下でシリコンナノ粒子１ｇあたり水素ガス400mL
を発生させることに成功しました。この水素発生量は、水素濃度
1.6ppmの飽和水素水約22Lに相当する莫大な量です。

特　　長
　水素発生の際に専用の装置や熱・電力・触媒などが必要でなく、
体内で発生した水素が容易に体外へ拡散しません。水との反応中に
熱暴走の危険性がなく、反応したシリコンナノ粒子はシリカと成る
ため、人体および環境に対して負荷がかかりません。また、副作用
もありません。またナノ粒子の製造工程における使用物質及び薬品
類は環境に対して低負荷であり大量生産が容易です。
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目的・期待される効果
●疾病原因となる活性酸素を人体に負荷をかけずに効率よく除去する

シリコンナノ粒子からの水素発生と
医療への応用
Generation of hydrogen from silicon nanoparticle and its application 
for medical fi eld
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